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　２カ月に１回、白石のすてきな農家さんを紹介していきます！　私たちの身近
にある「農業」の情報を楽しくお届けします。
　今回は、飼料高騰などの困難に直面しながらも、受け継いだ家業を守り続けて
いる「繁殖牛農家」の大浦隆司さんと「酪農家」の佐久間幸枝さんに話を伺いま
した。

～農家の輝く姿を情報発信！～

白石の農×育てる人

広く農業の魅力を伝えつつ、歴史ある家業を守っています！広く農業の魅力を伝えつつ、歴史ある家業を守っています！

理想を理想のままで終わらせないために、日々奮闘しています！理想を理想のままで終わらせないために、日々奮闘しています！

　22歳で繁殖牛農家となった隆司さんは、小原地区で祖父から続く
大浦牧場の３代目になります。学生時代、専門的に畜産を学び、両親
の勧めで卒業後に約１年半、市外の農場でより実践的な知識と技術を
磨きました。現在、経営者として母と２人で黒毛和牛の繁殖牛を40
頭飼育しています。
　隆司さんは、牛の特徴や性格を把握した上で、適切な餌の量や給餌
のタイミングを図っています。また、死亡率
の高い分
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時には、分娩場所に敷きわらをす

るなどの寒冷対策を行っています。これらの
個体管理が牛の持つ能力を最大限に引き出
し、市場で高評価を得る繁殖牛へと育ててい
ます。繁殖牛全頭を高品質で出荷することを
目指す隆司さんの活躍に期待しています。大
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大浦牧場

　幸枝さんは、昭和22年に祖父が創業した佐久間牧場の３代目にな
ります。酪農について高校から短大まで５年間学び、また、卒業後の
１年間は県外の牧場で、より実践的な技術を習得しました。
　現在、人件費削減のため、旦那さんと２人で経産牛をはじめ、70
頭以上を飼養しています。幸枝さんの担当は、経営の根幹となる子牛

と育成牛の個体管理です。日々の農作業や牛
の特徴、体調の変化などを記録しておくこと
で、効果的に体調変化や病気の初期症状を発
見することができ、治療費などの経費を抑え
ながら質の高い牛へと成長させています。厳
しい経営状態を改善するため、工夫を凝らし
ながら取り組んでいる幸枝さんをこれからも
応援していきます。

▲�真剣なまなざしで牛の状
態を観察する隆司さん

▲�趣味のドローンを活用し、
農業の魅力をＳＮＳで広
く発信しています
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佐久間牧場
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